
募集人数 25人程度

2024.11. 1
2025. 1.10

受付開始

締め切り

2024.11.3

○ 16歳以上の方※、日本語での日常会話ができる方

以下①～③の書類を入れた封筒に
「アートコミュニケーター応募書類在中」と朱記し、郵送してください。

①応募用紙

本紙に添付の書式に、必要事項を記入してください。

③課題

②返信用封筒1通

○ 基礎ゼミ全7回に原則としてすべて参加可能な方

2025年4月12日     、26日     、5月10日     、
24日     、6月7日     、21日     、7月5日

※2025年4月時点、ただし18歳未満は保護者の同意が必要

※日にち及び開講回数は変更になる場合がございます

お問い合わせ
〒500-8368 岐阜市宇佐4-1-22
Tel／058-271-1314　Fax／058-271-1315
https://kenbi.pref.gifu.lg.jp/

になるには

応募条件 活動のやくそく

スケジュール

応募方法

岐阜県美術館など

2024年11月1日　  ～2025年1月10日　  消印有効

応募受付期間

実　施
予定日

「～ながラー」6期募集イベント

金

金

日・祝 会場／岐阜県美術館 

消印
有効

家や学校、職場とは違う、第三の場である美術館。

さまざまな関心、背景をもつ多様な人々との出会いが源泉！

○ ミュージアムの特性を活かした活動とは？

会議が変われば社会が変わる

きく力

ミュージアムの特性を活かした活動とは？

○ きく力

○ 会議が変われば社会が変わる

「～ながラー」の任期は3年間。

任期満了後は次のステップへ！社会という広い海でそれぞれの創造力を発揮していきます。

美術館から、それぞれの活動へ出港！

※日程および開講回数は変更する場合があります

多様な来館者に寄り添うアートコミュニケーターの在り方を考え実践するゼミです。

美術館の活動で大切なことや、アートと人、社会との関わり方をテーマに、学びを深めます。

アートと多様なひと・テーマを結び、地域をうるおす

アートコミュニケーターの社会的役割について学ぶ

「～ながラー」のコミュニケーションの基本となる「きく」
ことについて学ぶ

「～ながラー」の活動に欠かせない、ミーティングの理
想的なスタイルや具体的な手法を学ぶ

○ 作品鑑賞と「～ながラー」

作品鑑賞と「～ながラー」

アクセスと「～ながラー」

○ アクセスと「～ながラー」

○ 地域資源と「～ながラー」

鑑賞手法やファシリテーターの技術を学び、鑑賞を
軸に多様な来館者に寄り添うために自分たちがで
きることを考えました。

多様な背景をもつ来館者に寄り添い、美術館を楽し
んでもらうためにどのような意識をもって存在すれ
ばよいか考えました。

岐阜県を中心に展開されるアートプロジェクトや
人々のつながりを通して、「地域資源」について実
践を交えながら考えました。

対話のあるコミュニティづくりについて学ぶゼミです。
アートコミュニケーターの活動について、基礎的な考え方を
仲間たちと共有します。

基礎ゼミ（4　7月、全7回）

た
と
え
ば
、こ
ん
な
活
動
！

「アートコミュニケーターに応募する動機と、その背景になっているあな
たにとって重要な体験について」述べてください。美術館での体験でなく
ても構いません。

定型封筒（長形3号）に110円切手を貼付の上、宛先欄に応募者の郵便番号、
住所、氏名を明記してください。

[書式] 

A4用紙片面1枚にまとめてください。記載様式は自由ですが、2枚目以降の
記載や、裏面への記載、規格外の用紙の使用は選考対象となりません。ま
た、ご自身で用意した用紙を使用する際は、必ず氏名を記入してください。

〒500-8368 岐阜県岐阜市宇佐4-1-22
岐阜県美術館 アートコミュニケーター募集担当 宛
※一度提出していただいた応募用紙等の書類は返却いたしません。
※応募者の個人情報は、アートコミュニケーターの選考に関すること以外には一切使用しません。

○ インターネットにアクセスでき、パソコンなどでのメール送受信やオン
ラインミーティングツール（Zoom）の使用ができる方

○ 「岐阜県美術館からのメッセージ」「館長のメッセージ」を理解し、共感
して活動できる方

○ 美術または美術館に関心があり、積極的に学び、活動する意欲のある方

○ 2025年8月以降、原則として月2回以上の活動に参加可能な方

岐阜ではじまる

アートコミュニケーション、

あなたもやってみませんか？

1次選考：書類審査
※選考結果は2025年1月下旬までに郵送にて応募者全員にお知らせします。

2次選考：面接

2025年2月7日 　～9　 のいずれか1日
※所要時間は１時間ほどです。日時は後日連絡します。

選考結果発表

2025年2月下旬2次選考対象者全員に
郵送にてお知らせします。

3.アートコミュニケーターの登録期間は最長3年間で、年度
ごとに更新します。（2025年度の活動は2026年3月まで）。
次年度以降は本人と岐阜県美術館が双方合意のうえ登録
更新します。

2.交通費、謝礼等の支給はありません。ただし、ゼミ及び随
時開催される研修に無料で参加できます。

1.アートコミュニケーターの活動は無償です。

土

土土

土

土
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金 金

金 日

ウェブサイトでは、今年の活動の様子や、
「～ながラー」へのインタビューを掲載しています。
よくある質問コーナーなどもご参照ください。
https://kenbi.pref.gifu.lg.jp/ac/

実践ゼミ（9月　不定期）

応募書類郵送先

○ Ishi丸

Ishi丸

○ Let’s おしゃべり鑑賞丸

Let’s おしゃべり鑑賞丸
○ こぐまのこぐ丸

こぐまのこぐ丸

林武史《石間》と《立つ人－月見台》を五感を使って鑑賞するイベントの開催

来館者の年齢に合わせた「おしゃべり鑑賞会」の開催

館内で絵本の読み聞かせ＋館内ミニツアーを開催

○ 明後日朝顔丸

明後日朝顔丸

○ こよみのよぶね丸

○ 3年目マイボート

日比野克彦アートプロジェクト「明後日朝顔」への取り組み方や発信の
仕方を試し、他の参加地域と交流しながら、思いを巡らせる。

地域のアートプロジェクトに参加し、アートコミュニケーターならではの
関わり方を模索する。

任期満了を迎える年度に実施する「～ながラー」独自の自主プロジェクト

この舟のろう方式

一つのアイデア（＝舟）に3人が集まったら、オリジナルの活動に向けて漕ぎだそう。

「～ながラー」の活動の基本は、自主的な話し合いと実践です。ミーティングや試行

錯誤を重ね、美術館を舞台にしたオリジナルの企画をつくっていきます。

アーティストや、美術館にまつわる人、岐阜にゆかりのある人々と出会い、

創造とコミュニケーションの場をつくります。作品や人をつなぎながら、

社会への活動へ広げていきます。

た
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各チームには、舟をイメージして「～丸」などの愛称をつけます。

2025年度

6期

の活動を川のながれにたとえると

応　募
た
と
え
ば
、こ
ん
な
活
動
！

仕事をしながら、家事をしながら、

学校に通いながら…

「美を楽しむコミュニティ」

一緒にやってみませんか？

アート

活動場所
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3
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5

イベントで関わった
参加者の笑顔が嬉しい

得意分野で
できることをもちより、
形にしていきながら
活動しているよ

自分の発言が肯定的に
受け止めてもらえた

詳細は岐阜県美術館
ウェブサイトを
チェック！


